
１．核物質防護事案の各改善措置項目の効果が十分に発揮できていること

・設備面での対策はもとより、運用面での対応に注力できていること

・迅速かつ的確な監視体制

・防護直員の閉塞感の解消

２．安全対策工事の完遂と、主要設備の機能が十分に発揮できること

・安全対策工事や使用前事業者検査の完遂

・非常用ディーゼル発電機24時間運転や長期間使用していない海水冷却系など主要設備
の健全性確認

３．緊急時等の対応能力が十分であること

・過酷事故シナリオ訓練において的確な緊急時対応が継続できる状態であること
・運転や保全業務に関わる発電所員が自信をもって業務を遂行できること

４．発電所で働く全ての人々が円滑にコミュニケーションを図っていること

・「志」に基づく一体感醸成により経営層・所員・協力企業のコミュニケーションが活発に
なっている状態

柏崎刈羽原子力発電所の目指す姿

柏崎刈羽原子力発電所の志

わたしたち（発電所で働く全ての人々）の志＝「いい発電所にしよう」

わたしたちが目指す姿 わたしたちの決意・約束

地域を愛し、
地域に愛される発電所

＜わたしたちの基本姿勢＞

 『柏崎刈羽 行動規範』を守ります

 人身災害・火災・ヒューマンエラー等から学びます

 現場・現物・現実に基づきカイゼンし、成長し続けます

＜地域のみなさまとのつながり＞

 誠実な情報発信に努め、いただいた声を活かしていきます

 地域の活動に積極的に参加し、地域の災害時にも貢献します

 地域の方と一体となり、地域の技術を活用する発電所をつくります

みんなが誇りを持って、
笑顔で活き活きと働く発電所

 人を大切にし、設備に愛着を持ちます

 一人ひとりが主役となり、自分の仕事に責任を持ちます

 すべての仲間と本気のコミュニケーションでつながります
（解決に向け、納得するまで本音をぶつけ合う）

 お互いに信頼し合い、感謝の心で接します

お客さまに
選んでいただける発電所

 発電所を適切に運営し、安定・効率的に発電します

 新しい技術・知見を活用し、設備更新や運用改善に挑み続けます

 廃棄物排出を最少化し、環境負荷を低減します

【資料４】


